





















































































その判定作業は多くの時間と労力を必要とし、かなりの I~難を伴う o 評価者と被評
価者の双方のコミュニケーションがそうした困難な作業を和らげ、評価の妥当性や
継続性をもたらしてくれる。他方、教育中心の評価は、学生の要求に対する適合と
いう品質評価を意味する。狭義には、学生そのものに対する品質(学生の能力)評
価iを指し、広義には学生の品質を確保するための活動(入試、教育、施設・設備、
事務など)評価を指す。こうした評価項自を設定し、品紫管理、品質保証そして品
質評価といった手)11震で定性的に評価することによって各大学の改善を支持していく
ことになる。各大学の改善や改革のサイクルを支持することが、全体として教育の
質的水準の維持・向上に結びつき、ひいては学校教育を含む教育全体の水準保証へ
と繋がっていくのである。匿のグランドデザインに含まれる大学の質の保証システ
ムの構築は、何よりも大学の生命線ともいうべき教育の質的水準の維持・向上を第
一義としていると考えられる。
